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フライバックコンバータ

1 概要
このデモでは、非安定型単出力フライバックコンバータを紹介します。

図1: フライバックコンバータ
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2 電気モデル
フライバックコンバータは、整流されたACまたはDC電源から一定のDC出力電圧を供給

します。変圧器は、入出力間を絶縁します。フライバック変圧器は、結合されたすべての巻線

を同時に電流が流れる従来の変圧器とは異なり、本質的には結合インダクタです。スイッチ

が導通している間、一次側巻線の磁束を介してエネルギーを蓄えます。このエネルギーは、

スイッチが開くと二次側巻線(および負荷)に伝達します。

このトポロジは、昇降圧コンバータに基づいており、昇降圧共有のインダクタが結合インダクタ

に置き換えられています。したがって、フライバックコンバータの動作条件は昇降圧コンバータ

に似ていますが、伝達関数はデューティー比だけでなく、巻線の巻数比と寄生要素の影響

も受けます。

この例では寄生要素がなく、デューティー比が0.5の理想的なDC/DCフライバックコンバータ

をモデリングします。これにより、昇降圧コンバータでユニティゲイン出力電圧が得られ

ます。この構成では、巻線の巻数比を選択するだけで出力電圧を操作できます。

3. シミュレーション
添付したモデルを使用してシミュレーションを実行し、DC入力12V、変圧器の巻線比12:5、

出力電圧が5Vであることを確認します。次に巻線比を調整し、出力電圧への影響を観察

します。

フライバックコンバータのより高度な例は、demosライブラリの"Flyback Converter with

Analog Controls”および“Flyback Converter with Magnetics"に記載されています。
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